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　2020 シーズン初旬に始まった “ 新型コロナ

ウィルス感染拡大 ” も 3 シーズン目を迎えて

おり、各種経済界、あらゆるジャンルのスポー

ツ界、私達を取り巻くすべての環境に多大な

影響を及ぼし続けております。その様な中、

10 月に入り感染者数が激減してきております

が、私たちのやることは、その状況に安心す

る事なく、今まで同様、感染拡大防止対策の

継続と思います。

　東京都スキー連盟は 2021 シーズン、そして

迎える2022シーズンも“スポーツは止めない”

という強い信念の基、各種事業を実施して参

ります。その前提は、前述したように “ 感染

拡大防止対策の継続 ” です。是非とも宜しく

お願い致します。

　今年度も上記テーマの基 “ 会員ファースト

の為の組織・各種事業、そしてジュニア育成

を始め、スキー界の発展への体制づくり ” を

目指していきたいと思います。新しい生活様

式、新しい対応が求められており、様々な状

況を想定して実施していきたいと思います。

　テーマにつきましても昨年度に引き続き“プ

ラスワンからオンリーワンへ ” を掲げさせて

頂きます。すべての事業は「誰のため」「何

のために」を明確にすることから始まります。

具体的に事業を実施するにあたり、継続され

ている各種事業にも「価値のあるプラスワン」

を加味し、その結果「オンリーワン」を目指

し成長させていく事が重要であると考えます。

　以上を具現化するために、以下の全体事業

と重点事業に取り組んで参ります。一部を除

き昨年度と同じ文言を記載しておりますが、

変わらずの対応をしていきたいと思います。

（4頁へ続く）

2022 年度シーズンに向けて

2021 ～ 2022 年度テーマ ;　
プラスワンからオンリーワンへ

一般財団法人　東京都スキー連盟
　　　　会  長　 岡  部   直  士
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☆全体事業として

 　　（1）コロナ禍での各種事業・研修会等への安全な対応

 　　（2）スポーツ文化の普及・発展とその中での連盟組織の明確な役割の構築

 　　（3）問題解決の為の新たな各種プロジェクトチームの立ち上げ

　　　　  ・ガバナンス・コンプライアンスの強化・徹底の為の組織変革の提案

 　　（4）SDGs への具体的な取り組み（持続可能な 17 の目標）

 　　（5）全日本スキー連盟との連携強化　　　

☆重点事業として

 　　（1）各部専門員のスキルアップへの継続的な取り組み

 　　（2）強化選手（競技関係及びナショナルデモ）の育成への具体的な取り組み

 　　（3）生涯スポーツの明確な位置づけと普及への具体的な取り組み

 　　（4）ジュニア育成事業（TOKYO YUKIDS）への具体的な取り組み

 　　（5）マーケティングの強化と具体的な取り組み

　以上を昨年度に引き続き、具現化すべく努力して参ります。

　上記のテーマに基づき、具体的な取り組みの成果として結果が出てきております。引き続きの

ご指導ご鞭撻のほど宜しくお願い申し上げます。
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2022年度 一般財団法人 東京都スキー連盟 組織図概要

会計監査人

監　　事
本田 秀次
原田 史織

規約等審議委員会
倫理委員会
選挙管理委員会

事　務　局

財務・会計
常務理事
和田 守義
業務執行理事

財務・会計部
　（主）和田 守義　常務理事
　（副）西塚 彰　理事

評議員会

会　長
岡部 直士
代表理事

副会長
森 幸（教育本部・競技本部管掌）

代表理事

専務理事
韮澤 新太郎（競技本部長兼任）

業務執行理事

総務本部長
常務理事
長谷川 春彦
業務執行理事

教育本部長
常務理事
戸井田 寛
業務執行理事

研修部
 （主）戸井田 寛　常務理事
 （副）金城 和貞　理事 
 （副）長谷川 春彦　常務理事
 （副）保坂 淳司　理事

総務部
 （主）長谷川 春彦　常務理事
 （副）西塚 彰　理事 
 （副）松本 修　理事

企画戦略部
　岡部 直士　会長
　森 幸　副会長
　韮澤 新太郎　専務理事
　各本部長

検定部
 （主）戸井田 寛　常務理事
 （副）金城 和貞　理事 
 （副）長谷川 春彦　常務理事

マーケティング部
 （主）森 幸　副会長
 （副）各本部長 
 （副）西塚 彰　理事

スキースノーボード振興部
 （主）戸井田 寛　常務理事
 （副）長谷川 春彦　常務理事

安全対策部
 （主）戸井田 寛　常務理事
 （副）保坂 淳司　理事

各　部　専　門　員（部長 , 副部長を置く）

スノーボード強化部
 （主）韮澤 新太郎　常務理事

ノルディック・フリースタイル部
 （主）韮澤 新太郎　常務理事
 （副）百々 弘毅　理事 
 （副）金城 和貞　理事

アルペン強化部
 （主）韮澤 新太郎　常務理事
 （副）戸井田 寛　常務理事

アルペン部
 （主）韮澤 新太郎　常務理事
 （副）百々 弘毅　理事 
 （副）金城 和貞　理事

競技本部長
常務理事
韮澤 新太郎
業務執行理事

アドバイザー委員会

相談役会

加盟団体
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　5月 15 日の臨時評議員会におきまして、理事として承認されました
松本 修です。総務本部で主にコンプライアンス、ガバナンスに関する
事項を担当いたします。
　現在は都連活性化プロジェクトのガバナンス・コンプライアンス制
度のワーキンググループリーダーを務めさせて頂いておりますが、様々
な社会の変貌、環境の変化に対応できるようにグループメンバーと共
に、都連の組織としての持続可能な体制や制度、より良い環境の整備
を目指して、課題を一つひとつ解決していきたいと考えております。
　今後とも、ご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願いいたします。

理事に就任して　　　　　総務本部・理事　松本 修

　事務局は事務局長の長谷川局長、小野次長、山内職員、野口職員、岡倉職員以上の 5人で業務
を運営しています。
職務分担
　〇小野次長は教育関係､ 会員登録、シクミネット関係では SAJ 加盟団体の中でも高いスキ　　
　ルの持ち主です。
　〇山内職員　競技関係・会員登録等を担当しています。
　〇野口職員　会計担当・業務全般を担当しています。
　〇岡倉職員　採用してから 2年が経過した新人です。今は業務全般を担当し覚えています。
　窓口業務・電話等問い合わせの応対は全員で行っています。
　新型コロナ感染症予防対策を行い、窓口の休業はせず時間短縮を行い、難局を乗り切りました。
ご協力いただきありがとうございました。

事務局事務取扱について
　一般業務　午前 10 時～午後 6時（火曜日～土曜日）
　現金取扱　午前 10 時～午後 3時（火曜日～土曜日）
　休　　業　日曜日～月曜日、祝祭日、月曜日が祝日の場合翌日の火曜日及び年末年始休暇、
　　　　　　その他

『お知らせ』
blastmail（ブラストメール）
SATホームページの新着案内を通知しますので、是非導入をして情報の取得をして下さい。
QRコードは SATホームページに掲載してあります。

事務局紹介
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　去る 8月 14 日（土）なかの ZERO小ホールにおいて、コロナ禍が続き感染拡大が心配される状況下、
参加者の方々に感染予防対策にご協力いただき事務連絡担当者説明会が開催されました。
　岡部会長が、スポーツは止めないと言う強い信念の基、事業を実施していきたい思いを述べられま
した。会議に先立って、加盟団体長会議が中止となり表彰できなかった第 74 回東京都スキー連盟クラ
ブ対抗競技会団体表彰が行われました。
　会議は、総務本部・教育本部・競技本部から、アルマナックを基に要点についてそれぞれ説明があ
りました。
①　総務本部からは、行事参加にあたっての注意条項、昨年の反省を踏まえたシクミネットによる
SAJ 会員登録、研修会・検定会申し込み手続き及び変更点について
②　教育本部、研修部からは、安全、安心に魅力ある研修会にするための説明
　　検定部からは、指導員・準指導員養成講習会の実技日程の変更について
　振興部からは、「東京都スノーボード技術選手権大会兼全日本スノーボード技術選手権大会出場
者選考会」の新設について
③　競技本部からは、変更点及び、南関東ブロックマスターズ尾瀬戸倉大会、2022 全国 Yukids スノー
フェスティバルについて等

　with コロナにおけるスキーシーズン、全ての行事が安心安全に進められるよう感染防止策を行いつ
つ行事に参加いただき楽しいスキーシーズンが迎えられるようご理解と協力をお願いいたします。

事務連絡担当者説明会事務連絡担当者説明会
2021年8月14日（土）なかのZERO小ホール
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　2022 年度　定時評議員会が 2021 年 10 月 23 日 （土）、市ヶ谷駅からほど近い「TKP市ヶ谷カンファ
レンス」3階にて開催されました。十分に感染予防対策された会場はきれいで使いやすく、受付と会場
が異なる階にあったにも関わらず、スムーズにご案内できました。
　開催するにあたり、「トムテスキークラブ」様が加盟団体20周年ということで表彰されました。20周年、
おめでとうございます ! !　これからもクラブのご活躍に期待しています。

　岡部会長の開会の挨拶で、第 45 回全日本マスターズスキー選手権 90 歳代の部で優勝した本間かほ
る選手がギネス世界記録として認定され、第 6回日本スポーツグランプリで表彰されたと紹介があり
ました。いつまでもスキーを楽しむお姿とパワフルさは、憧れと共に私たちが目標にしたいところで
もあります。
　今回は 2021 年度の事業報告と決算報告、公益目的支出計画報告、監事監査報告、会計監査人報告が
主な内容でした。
　議長には島田評議員、副議長には坂口評議員が選出され、コロナ禍で限られた時間の中、第 1号報
告から第 3号報告まで盛り沢山の内容でしたが、質疑応答を行いながらスムーズな運営を行っていた
だきました。
　閉会宣言の挨拶で森副会長より「“都連を語る夕べ ”をぜひコミュニケーションの場に」と提案があ
りました。
　ぜひこのようなコミュニケーションの場をご活用頂きたいと思います。

定時評議員会定時評議員会
2021年10月23日（土）TKP市ヶ谷カンファレンス
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　コロナ禍での開催も 2年つづきとなり、そのため本年度も昨年同様に着席スタイルで行われました。
10 月に入りワクチン接種も浸透し、コロナ感染拡大も激減し、開催日直前には緊急事態宣言も解除さ
れました。受付台には消毒液や対面ボードも設置されており、会場内では大型の丸テーブルに 4名な
いし 5名の着席人数に制限し、コロナ対策が充分に行われていると感じることができました。参加者は、
52 名でした。
　韮澤専務理事の司会で開始され、岡部会長の挨拶に続き、杉崎壽三男相談役、日本スキー産業振興
協会の中澤泰明専務理事様から祝辞をいただきました。乾杯のご発声は中澤義昭評議員によって行わ
れ、懇談のスタートです。
　岡部会長の挨拶では、2022 年度の東京都スキー連盟は昨年に引き続き「プラスワンからオンリーワ
ンへ」をテーマにコロナ禍でも「スポーツは止めない」という信念の基に各事業を進め、コロナ感染
拡大防止の対策を継続する、その上で各業界とも連携を密にし、互いに良い方向に導きたいと述べら
れました。
　歓談開始後まもなく森副会長のリードで、来賓の方々からスキー界の今後の課題などについてご意
見を賜りました。続いて韮澤専務理事の案内で、各テーブルにマイクを持ち、都連への要望や質問、
そして今後の課題などのコメントをいただきました。それに答えて各テーブルからも活発なご意見を
いただき、その場を盛り上げることとなりました。

都連を語る夕べ都連を語る夕べ
2021年10月29日（金）ホテルメトロポリタンエドモント
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　森副会長の閉会挨拶の後、参加者全員の記念集合写真を撮りました。（撮影の時のみマスクをとって
いただきました）。
　コロナ禍の影響ではないかと思われますが昨年より少ない参加状況ではありましたが役員とメー
カー様や評議員との繋がりを感じさせる会となりました。今後もこのような会が開催され、スキー界
で都連の役割がもっと強固なものになれば良いと願っています。
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コンプライアンス研修会コンプライアンス研修会
2021年11月6日（土）練馬文化センター

　今年もキーストーン法律事務所代表であり、日本のスポーツ界における法律、倫理分野で広く活躍
されている弁護士の菅原哲郎先生をお迎えしコンプライアンス研修会が開催されました。加盟団体長、
役員、評議員、各本部専門員が集まる中、コンプライアンス（法令遵守）とスキー事故対応をテーマとし、
ハラスメントの構造（要因）、反倫理的言動、スキー事故と危機管理、子供の権利とスポーツの原則、
など様々なケースにつき実際の判例をもとに講演いただきました。
　言葉により人が命を失う、そんなハラスメントの判例は耳を覆いたくなるような内容でした。しか
しいまだに似たようなことが毎年ニュースとなっていることも現実です。そのようなことを起こさな
いよう、そして今後起こらないような環境整備、人材育成の必要性を痛感しました。
　また、スポーツを行うかぎりどんなに注意をしても危険はゼロにはなりません。スノースポーツは
雪上という自然環境、スキー・ボードといった道具を使っての移動、初心者から上級者まで様々なレ
ベルのスキーヤー・スノーボーダーが混在する場所でのスポーツです。ルール厳守、安全対策の必要
性を再認識するとともに、責任について学ぶとてもよい機会となりました。
　最後に、日本スポーツ少年団における提言として、「安全確保のための 6つの指針」を紹介します。
　　1．子供にスポーツルールを守ることを教えよう（安全指導）
　　2．絶対に子供にケガをさせない心構えをもった活動計画の立案と実行をしよう（安全管理）
　　3．危険を感じたらすぐに安全対策に立ち上がろう
　　4．最悪を想定し、活動の中止を恐れない
　　5．地域の実情に応じた安全指導マニュアルを創り上げよう
　　6．保険に加入しよう
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　「TOKIOインカラミ　スノーボード部」は、2021
年 9月に発足したばかりです。
　スノーボード界ではもちろんスケートボードとし
ても世界的な注目を集める平野歩夢選手を所属会員
として迎えることで、スノーボードやウインタース
ポーツのさらなる盛上りと文化を創造していくこと
を目的としています。
　これまで夏期・冬期両オリンピックに出場し、
BEIJING2022 での活躍が期待される平野歩夢選
手を迎えることにより、次世代のウィンタースポー

ツアスリートである子どもたちにリアリティある夢
とチャレンジする姿勢の大切さを伝えていきたいと
思っています。
<平野歩夢選手コメント>
　「TOKIO インカラミ　スノーボード部」には、自
分が伝えたいことがしっかり伝わり、理解していた
だきました。スポーツだけではなく気持ちの面でも
共通点がありました。様々な分野において互いに高
めあって発展していければいいなと思っています。

NO.761　TOKIO インカラミ　スノーボード部

　ゆきじろう組はスキーだけではなく、型にはまら
ず枠を超えて様々なアクティビティを楽しむ仲間が
2021 年に設立したクラブです。クラブ員 23名、
うち19名が有資格者です。
　スキーでは、草レース、基礎（マスターズサーキッ
ト参戦）、パウダー、バックカントリー、テレマーク、
スノーボードなど雪山を自由に遊びます。
　名前の由来は「ゆき」という白い柴犬と「ジロー」
という秋田犬によるもので、それぞれ共に過ごして
いたご夫婦が「ゆきじろう組」という名前で草レー
スに出場しており、その名前を引き継ぎました。
【クラブの特徴】
　①　3度のご飯の次にスキーが好き
　②　会長を陰で操っているのはボス猿です
　③　競技専門員あり、バックカントリー極める強
　　者あり、怪我をしても翌年復帰を目指す血気盛
　　んなクラブ員数名あり
　④　理系中心、ときどき体育系、たまに文系、多
　　様性大事だね

【クラブの運営】
　①　紙媒体を廃止し、多くをクラウドサービスで
　　行う
　②　郵送費を無くし、会費は実費回収、シクミネッ
　　トを活用した会計管理、クラウド上で誰もが会
　　計を確認できる
　③　クラブ員にもSNSを活用してリアルタイム
　　で情報を共有
　今後も少ない作業量で効率のよい新しい運営に
チャレンジしていきます。活動はこれからですが、
これまで培ってきたスキー技術を生かして多様な滑
り方、楽しみ方を共有し、人生をより豊かなものに
していきたいと考えています。

NO.762　ゆきじろう組

新新 規規 クク ララ ブブ 紹紹 介介
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　星野グルメスキークラブ（HGSC）の活動は、近
年さらに進化。国内ツアー数を増加、毎年3月は海
外遠征を展開、7月・8月の南半球ツアーはニュージー
ランドから南米チリ、アルゼンチンへと拡大、そし
てスノーボーダーの鬼塚雅はオリンピックに出場し
ました。
　コロナ禍寸前の 2019 年 12 月初旬、HGSC は
初めての中国ツアーを企画、北京オリンピックの会
場で滑りました。クラブ名の通り、メンバーの多く
はグルメを期待し、同時に新しい場所への旅を求め
ています。本場の中華料理三昧、そして帰国前日の
北京ダックの有名レストラン会食などを盛り込んだ
ことで多くの参加者を得ることができました。その

後コロナ禍によりクラブの通常活動は大幅な制限を
受けておりますが、2020-21 シーズンは日本国内
だけで12本のツアーを開催。インバウンドがいな
い静かな雪山を堪能した素晴らしいシーズンとなり
ました。2022年 3月は久しぶりの海外ツアーを計
画中です。
会則第一
条 の「 滑
らざる者、
食うべか
らず」は
堅持して
おります。

NO.745　星野グルメスキークラブ

　ベアーズ東京スキークラブはスキーを楽しく上達
するとともに生涯スポーツとしてより充実したス
キーライフを創出する目的で2017年8月に発足し
ました。発足時の会員数は22名からのスタートで
したが現在95名となりました。　
　当クラブは純粋にスキーが楽しめる様クラブの縛
りを設けず、クラブ行事は外部講師によるレッスン
で指導員テククラ資格保持者関係なくクラブ員全員
がそれぞれのレベルでレッスンを受け上達を目指し
ます。

　クラブ員は小学生からシニアまで、レベルも初中
級者から全日本技術戦出場者までと様々ですが、そ
れぞれのレベルでそれぞれの目標でスキーを楽しめ
るクラブです。
　また、本部のあるオオイワスポーツスタッフがク
ラブ員の滑りを熟知しており、滑り&用具の両面で
上達へのサポートを行っています。
　ホームゲレンデのかぐらスキー場をベースにテク
ニカル・クラウン検定会を始め様々なスキー行事や
イベントを行っています。　

NO.746　ベアーズ東京スキークラブ
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　ドリームゲートスノークラブは2018年発足しま
した、歴史としてはまだ若いクラブになります。
　私たちのクラブはアルペン、フリースタイルス
キー、スノーボードに全ての種目に精通する仲間が
集まる60名前後のクラブになります。特に特化し
ているのはフリースタイルスキーになります。
　また、会員にはフリースタイルスキーハーフパイ
プ&スロープスタイル競技のナショナルチームコー
チ、選手が居たり、オリンピックやW杯、ユースオ
リンピックに出場した経験のあるメンバーが居ます。
今も日本の中心となるフリースタイルスキーの競技
選手が多数所属しており、オフシーズン中には毎月
1回ほどですが定期的に練習会を屋外、屋内施設な
ど様々な環境を利用し開催し所属選手の競技力向上
を目指しています。
　私たちのクラブ目標はクラブの会員からオリン
ピックに出場することができる選手を輩出すること
です。雪なし県でもある東京からでも世界で戦うオ
リンピックや世界選手権で活躍するトップ選手を輩
出したいと思っております。

　現在はコロナ禍ということもあり思い通りの練習
が出来ない事も多いのですが、選手たちは腐らず日々
努力を怠らず前を向いて練習をしてくれています。
併せて応援もよろしくお願いします。

　所属選手の練習環境を改善するためにチームのス
ポンサーも募集しています。
　チームの活動にご賛同いただける企業・メーカー
様等おりましたらぜひ皆さんのお力添えをいただけ
れば幸いです。

ホームページ
　https：//www.dreamgate-snowclub.com
 

NO.747　ドリームゲートスノークラブ
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NEWS
CLIP
ニュースクリップ 事務連絡担当者説明会

8月 14日（土）　なかのZERO小ホール

表彰されたクラブの方々

役員紹介 受付
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都連を語る夕べ
10月 29日（金）ホテルメトロポリタンエドモント

NEWS
CLIP
ニュースクリップ

SATだより No.89 編集者　◎編集長：西塚 彰　◎編集委員：福野 壽史／粟飯原 勉／小出 千恵子／原田 浩子／竹林 美和子
      　　　　　　柏原 俊樹／朝見 正司
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